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概要:	 近年、通信システムにおけるデジタル・アナログ変換器（DAC）の低コスト化、低消費電力

化、高性能化の要求が特に高まっている。回路の複雑化と高性能化によって通信アプリケーション

用の IC のテストコストもまた、増えてきている。本研究は、複素マルチバンドパス DAC を用いて、

低コストで高精度な I-Q 信号を生成し、その後図 1 のように信号をアップコンバージョンしてレシ

ーバのテストをすること、および送信回路として使用することが目的である。	 

結果:	 (1)複素マルチバンドバス DWA アルゴリズム	 (2)自己校正アルゴリズム	 の 2 つのアルゴリズ

ムを開発し、I,Q	 の複素信号をマルチビット複素ΔΣDA 変換器を用いて線形性良く生成できること

をシミュレーションにて確認した。	 
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I  : In-phase（同相信号） Q : Quadrature-phase（直交位相信号）
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